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い
る
。

一
．
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
は

　

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
気
候
変
動
に
関
連
す
る
科
学
を
評
価
す

る
た
め
の
国
連
機
関
で
、
一
九
八
八
年
に
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
と
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
各
国
の
政
治
指
導
者
や
政
策
決
定
者
向
け
に
気
候
変
動
の
状
況
、

そ
の
影
響
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
科
学
的
な
評
価
、
さ
ら
に
適
応
策
と
緩
和
戦
略
も
提
供
し
て
い
る
。

　

評
価
報
告
書
は
、
世
界
百
九
十
五
の
国
・
地
域
か
ら
研
究

者
や
政
府
関
係
者
が
数
千
人
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
に
五
回
作
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
は
三
つ
の
作

業
部
会
が
あ
る
。
第
一
作
業
部
会
は
昨
年
八
月
「
温
暖
化
の

科
学
的
根
拠
」
で
「
温
暖
化
の
原
因
は
人
類
が
排
出
し
た
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
り
、
疑
う
余
地
は
な
い
」
と
断
定
し
た
。

第
二
作
業
部
会
は
「
温
暖
化
の
影
響
と
適
応
策
」
を
、
第
三

作
業
部
会
は
「
温
暖
化
の
緩
和
策
」
を
扱
い
、
最
終
的
に
二

二
年
九
月
に
「
第
六
次
統
合
評
価
報
告
書
」
を
公
表
す
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
二
二
年
十
一
月
開
催
予
定
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
７
（
エ
ジ
プ
ト
で
開
催
）
に
影
響
を
与
え
る
。

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
二
作
業
部
会
（
影
響
と
適
応

策
を
扱
う
）
は
二
月
二
十
八
日
、
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
や
対
応
策
を
分
析
し
た
報
告
書
を
公
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
産
業
革
命
（
十
八
世
紀
後
半
）
前
に
比
べ
て
気
温
が
二
℃
上
昇
す
れ
ば
、

今
世
紀
末
ま
で
に
、
干
ば
つ
等
に
よ
り
慢
性
的
な
水
不
足
に
陥
る
人
口
が
八
億
人
か
ら
三
十
億
人

に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
気
温
が
上
昇
す
る
と
、
食
料
生
産
や
人
の
健

康
、
生
態
系
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
入
り
先
進
国
の

み
な
ら
ず
、
発
展
途
上
国
の
経
済
成
長
に
伴
い
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
は
急
増
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ

Ｃ
は
前
回
の
報
告
書
（
二
〇
二
一
年
八
月
公
表
）
で
は
二
十
年
以
内
に
気
温
上
昇
は
一
・
五
℃
に

達
す
る
と
予
測
し
、
そ
の
後
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
で
分
析
検
討
し
た
。
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
今
世

紀
末
ま
で
に
洪
水
被
害
で
約
千
五
百
兆
円
の
資
産
に
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
報
告
し
て
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気
候
変
動
に
よ
る
脆
弱
性
は
地
域
な
ど
に
よ
り
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
三
十
三
億
か

ら
三
十
六
億
人
が
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
非
常
な
脆
弱
な
状
況
下
で
生
活
し
て
い
る
。
現
在
の

持
続
可
能
で
な
い
開
発
の
増
加
に
よ
っ
て
生
態
系
と
人
間
は
、
ま
す
ま
す
気
候
災
害
増
大
の
危
険

性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

㈢　

短
期
的
な
リ
ス
ク

　

近
い
将
来
、
複
数
の
気
候
災
害
は
不
可
避
的
に
増
加
し
、
生
態
系
と
人
間
に
多
大
で
複
雑
な
リ

ス
ク
を
も
た
ら
す
。
地
球
温
暖
化
を
一
・
五
℃
に
抑
え
る
こ
と
は
人
間
と
生
態
系
に
対
す
る
損
失

と
損
害
を
大
幅
に
低
減
で
き
る
が
、
完
全
に
無
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

㈣　

中
期
的
な
リ
ス
ク

　

地
球
温
暖
化
の
進
展
は
生
物
多
様
性
の
損
失
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
雪
解
け
水
や
地
下
水
の
利
用

可
能
性
も
脅
か
す
。
水
不
足
に
よ
り
食
料
不
安
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
り
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ

カ
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
、
ま
た
は
諸
島
に
集
中
し
栄
養
失
調
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。

㈤　

一
時
的
な
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
が
今
後
数
十
年
以
内
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
一
時
的
に
一
・
五
℃
を
超
え
る

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）
す
る
と
人
間
と
自
然
と
の
シ
ス
テ
ム
は
更
な
る
深
刻
な
リ
ス
ク
に
直
面

す
る
。
今
世
紀
中
に
一
・
五
℃
を
超
え
る
温
暖
化
が
起
き
た
場
合
、
氷
床
や
氷
河
の
融
解
、
加
速

す
る
海
面
上
昇
に
よ
っ
て
特
定
の
生
態
系
、
イ
ン
フ
ラ
、
低
地
の
沿
岸
な
ど
に
回
復
不
可
能
な
影

響
を
も
た
ら
す
。

二
．
第
二
作
業
部
会
「
影
響
と
適
応
策
」
報
告
書　

要
旨

　

今
回
の
報
告
書
は
、
全
体
で
三
六
七
五
頁
に

及
び
、
生
物
の
多
様
性
を
含
む
生
態
系
と
人
間

社
会
の
相
互
作
用
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
評
価
よ
り
も
自
然
科
学
や
社
会

科
学
、
経
済
学
の
知
識
に
重
き
を
置
き
統
合
し
、

気
候
変
動
に
適
応
す
る
た
め
の
対
策
、
そ
の
影

響
や
リ
ス
ク
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
報
告

書
は
、
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
渡
る
の
で
、
出
来

る
だ
け
「
水
関
連
」
に
添
っ
て
読
み
解
い
て
み
た
い
。

㈠　

気
候
変
動
に
よ
る
影
響

　

気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
は
、
そ
の
頻
度
と
強
度
を
増
し
、
自
然
と
人
間
に
対
し
広
範
囲
に

わ
た
る
悪
影
響
と
損
失
や
損
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
特
に
水
不
足
に
よ
る
食
料
生
産
へ
の
影

響
は
深
刻
で
あ
り
、
農
業
作
物
の
生
産
性
、
動
物
・
家
畜
の
健
康
と
生
産
性
、
漁
獲
量
と
養
殖
の

生
産
性
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
中
、
特
に
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
で
は
洪
水
と
干
ば

つ
に
よ
る
食
料
不
安
と
栄
養
不
良
が
増
加
し
て
い
る
。

㈡　

生
態
系
と
人
間
の
脆
弱
性
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三
．
今
後
の
適
応
策
と
実
現
可
能
性

　

適
応
策
の
短
期
的
な
実
行
可
能
性
は
、
地
域
や
部
門
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
。

㈠　

適
応
の
限
界

　

適
応
策
に
は
ソ
フ
ト
面
で
は
限
界
に
達
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
財
政
面
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

政
策
面
な
ど
の
様
々
な
手
段
を
用
い
限
界
を
打
破
す
る
こ
と
で
対
処
で
き
る
。
一
部
の
生
態
系
、

沿
岸
湿
地
、
熱
帯
雨
林
、
極
域
と
山
岳
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
も
限
界
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
地

球
温
暖
化
が
進
行
す
れ
ば
新
た
な
影
響
や
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

㈡　

適
応
策
の
失
敗
回
避

　

第
五
次
評
価
報
告
書
の
公
表
以
降
、
多
く
の
部
門
、
地
域
で
適
応
に
失
敗
し
た
証
拠
が
増
加
し

て
い
る
。
適
応
策
の
失
敗
は
脆
弱
性
や
リ
ス
ク
の
固
定
化
を
引
き
起
こ
す
。
そ
の
適
応
策
の
変
更

は
困
難
を
伴
い
、
費
用
も
か
か
り
、
既
存
の
不
平
等
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
。
多
く
の
部
門
に
便

益
が
あ
る
適
応
策
を
柔
軟
に
、
ま
た
部
門
横
断
的
に
計
画
し
長
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
適

応
の
失
敗
は
回
避
で
き
る
。

㈢　

適
応
可
能
に
す
る
条
件

　

人
間
シ
ス
テ
ム
と
生
態
系
に
お
い
て
適
応
策
の
実
施
、
加
速
、
維
持
を
可
能
と
す
る
重
要
な
条

件
が
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
、
そ
の
遂
行
、
新
た
な
制
度
の
枠
組
み
、
解

決
策
に
関
す
る
知
識
、
十
分
な
財
源
の
確
保
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
な
ど

で
あ
る
。

四
．
気
候
変
動
に
強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
開
発

　

第
五
次
評
価
報
告
書
よ
り
さ
ら
に
緊
急
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
気
候
変
動
に
強
い

開
発
は
、
国
際
協
力
や
す
べ
て
の
国
家
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
が
教
育
機
関
や
投
資
家
、
企
業
と
連

携
し
協
業
す
る
こ
と
で
促
進
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
政
治
的
な
指
導
力
強

化
、
新
た
な
制
度
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
増
強
な
ど
を
含
む
資
源
の
活
用
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
世

界
的
な
都
市
化
傾
向
は
短
期
的
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
開
発
を
進
め
る
上
で
重
要
な
機
会
と
な
る
。

特
に
生
物
多
様
性
や
生
態
系
の
保
護
は
気
候
変
動
に
対
抗
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
開
発
に
必
須
で

あ
り
、
近
年
の
分
析
に
よ
る
と
地
球
規
模
で
の
生
物
多
様
性
な
ど
の
維
持
は
、
現
在
の
地
球
上
の

陸
域
、
淡
水
、
海
洋
の
生
態
系
の
約
三
〇
～
五
〇
％
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に

　

今
回
の
第
二
作
業
部
会
・
評
価
報
告
書
は
、
気
候
変
動
が
人
間
や
生
態
系
の
シ
ス
テ
ム
を
破
壊

し
て
い
る
こ
と
を
明
白
な
事
実
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
か
ら
十
年
の
行
動
が
大
切
で
、
早
急
に
温
暖

化
対
策
を
進
め
る
活
動
を
促
進
さ
せ
、
一
刻
も
早
く
気
候
変
動
に
強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靭
）

な
社
会
の
構
築
を
求
め
て
い
る
。
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